
Ⅰ．はじめに

２０１２年度の男性看護師は看護師就業者総数の５．９％である。１９８９年に男性と女性を区別して

いた教育内容を男女統一のカリキュラムに改正し、さらに看護婦（女性）・看護士（男性）と

いう標記を２００２年に「保健師助産師看護師法」によって看護師として名称を統一した。この間

の２００２年度末から２０１２年度までの男性看護師の就業者数は約２．４倍に大きく増加した１）。

それまでの男性看護師は精神科や手術室といった限定的な臨床領域での就業が多かった。し

かし就業者数の増加に伴い、一般病棟で働く男性看護師の割合も高くなっている。一方で就業

者全体の男女比では約９４％が女性であり、男性看護師が少数派であることは事実である。その

ため看護ケアの対象となる患者にとって「看護職＝女性」というイメージの定着は否めない。

このような社会的イメージと圧倒的に女性の割合が多い職場環境が、男性看護師の直面する困

難や問題の理由となっている。現に男性看護師に関する研究を概観すると、男性看護師の看護

ケアを受けた女性患者や、臨床教育場面で女性看護師が抱く男性看護師への思いといった男性

性が患者やスタッフに及ぼす影響に関する研究２‐４）や、男性看護師が臨床経験を通して職業と

しての看護師に対してどのような捉え方をしているかといった研究５‐７）が見られる。つまり少

数派である男性看護師は女性看護師とは異なる体験をしながら就業していると考えられる。

看護師不足が嘆かれ就業看護師数の増加が喫緊の課題であると叫ばれる中、今後も男性看護

師数の増加が予測される。男性看護師が看護専門職としての能力を発揮していくために必要な

職場環境や、組織の中で男性性を活かした役割を果たす上でどのような課題があるかを明らか

にすることが必要である。

そこで本研究では、我が国の男性看護師に関する研究を基に、臨床における男性看護師の実

態を明らかにすることを目的とした。その結果を踏まえ、男性看護師が専門性を発揮し、女性

看護師と共に看護に取り組んでいくための支援のあり方について示唆を得る基礎資料としたい

と考えた。
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Ⅱ．研究方法

本研究では医学中央雑誌Web版 ver.5を用い、検索対象は保健師助産師看護師法が施行され

た２００２年から２０１３年までの期間に発表された原著論文として「男性看護師」をキーワードとし

た（検索式：（男性看護師／TH or 男性看護師／AL）and（DT＝２００２：２０１３ PT＝原著論文））。

検索された１５２件から男性看護師以外（男子看護学生や保健師、看護助手など）に関する研究

を除いた１３１件のうち、臨床で男性看護師が置かれている状況に関連する内容を含む５５件を分

析対象とした。

これらの文献を基に、文献数の年次推移を集計し、研究内容を研究対象となった部署に分類

した。

Ⅲ．結果

１．文献内容の分類と文献数の推移

対象とした５５件の文献の中で研究対象となっている臨床部署をみたものが図１である。対象

となる部署に精神科を含むか否かに注目して分類し、総合病院の場合は診療科に精神科を含む

か否か、あるいは不明で分けた。複数の病院・施設を対象としている場合、その中に精神科が

含まれるものを「複数病院（精神科含む）」とし、対象とした部署に精神科を含まないことが明

らかなものを「一般病棟」とした。その結果、最も多いのが「一般病棟」で２０件（３７％）、次い

で総合病院を対象とした研究で精神科を含むか否かが明記されていない「総合病院（不明）」が

１０件（１８％）であった。対象とした部署に精神科を含む病院・病棟の中で、精神科のみを対象

とした「精神科」は５件（９％）、「総合病院（精神科含む）」は４件（７％）、「複数病院（精神

科含む）」は４件（７％）で、合わせると１３件（２３％）であった。

図１ 部署別の分類
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以上の結果より、２００２年から２０１３年にかけて発表されている男性看護師に関する研究は、従

来男性看護師の就業数の多い精神科や「手術室・検査室」といった特殊な部署より、「一般病

棟」で就業している看護師を対象としたものが多く、これらの男性看護師に対する関心の高さ

が裏付けられた。

研究内容を分類すると６領域に分類できた。すなわち、患者を対象に男性看護師の印象や実

際にケアを受けた前後で男性看護師に対する認識の変化を明らかにした「患者から見た男性看

護師」、就業している部署でスタッフから期待される、または男性看護師が周囲から期待されて

いると認識する役割について明らかにした「男性としての役割期待」、男性看護師が働きやすい

環境や女性中心の職場に男性看護師がいることの影響について調べた「男性看護師の働く職場

環境」、男性看護師の職業観や看護師としてのキャリアの認識を明らかにした「男性看護師のキ

ャリア形成・発達」、男性看護師が少数派であることから困難に感じることを明らかにした「職

務上の困難感」、男性看護師が女性患者にケアを提供する時の経験や対応について明らかにした

「女性患者への対応」である。

これらの分類で文献数をみたものが表１である。「患者から見た男性看護師」が１９件と最も

多く、次いで「男性としての役割期待」「男性看護師の働く職場環境」がともに８件、「職務上

の困難感」「女性患者への対応」がともに７件、「男性看護師のキャリア形成・発達」が６件で

あった。

文献数の年次推移をみたものが図２である。女性の看護職を“看護婦”、男性を“看護士”と

称していたそれまでの「保健婦助産婦看護婦法」から、男女に関わらず看護師に名称を統一す

るよう改正された２００２年度以降、年を追うごとに件数は増加し、２００３年の２件から２０１２年には

１０件に漸次増加していた。内容別に見ると、「患者から見た男性看護師」は２００３年以降２件か

ら３件、「男性としての役割期待」は２００６年以降１件から２件、「女性患者への対応」は２００６年

から２０１２年に１件から２件と、対象期間を通じて見られた。２００８年以降増加している研究内容

は、「男性としての役割期待」「男性看護師のキャリア形成・発達」「職務上の困難感」である。

表１ 男性看護師の実態に関する文献の分類

分類 文献数

男性としての役割期待 ８

男性看護師の働く職場環境 ８

男性看護師のキャリア形成・発達 ６

職務上の困難感 ７

女性患者への対応 ７

患者から見た男性看護師 １９
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以上の結果より男性看護師に関する研究は、少数派である男性看護師が看護を実践するため

に生じる困難感に加えて、男性看護師が専門性をどのように高め、男性性を発揮した役割を開

発していくかという視点に関心が高まっている傾向が見られた。

２．研究内容

研究を分類毎に内容をレビューした。

１）男性としての役割期待

男性としての役割期待に関する文献を表２に示す。

男性看護師の役割について、精神科の男性看護師が自身の役割をどのように認識しているか調

査した研究８‐１０）で、男性看護師はジェンダーの観点から不穏や暴力行為のある患者への対応を

役割として引き受けていることが明らかにされている。また石田ら１１）は児童精神科では男性看

護師は女性看護師とは違う男性としての役割を認識していると述べている。

また男性看護師に期待する役割では、管理職からはリーダー的役割や専門性を高めることを

期待される１２‐１３）一方、女性看護師からは不穏時対応やスタッフ間の潤滑油的役割を期待されて

いるとする報告があった１２）。

つまり、男性看護師はジェンダーの視点から男性としての役割を期待され、自身も自覚し、

期待されている役割を果たすようにふるまっていた。

２）男性看護師の働く職場環境

男性看護師の働く職場環境に関する文献を表３に示す。

職場環境作りに関する研究では、浦中ら１４）や松尾ら１５）による男性看護師を複数配置すること

の効果を調べた研究で男性看護師の複数配置はバーンアウトスコアやストレッサーの知覚とは

明らかな関連を見い出すことができなかったと報告している。この他田渕ら１６）による新人男性

図２ 文献数の年次推移と内容別
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看護師が職場において周囲の印象よくプライドを保って生き抜こうとしていたとする研究や、

職場環境作りのための要望を聞き取った小嶋ら１７）の研究が見られた。

また職場環境と職場でのやりがいや職務満足についての研究１８‐１９）では、女性看護師と同様に

看護師本来の業務をしていくためのサポートや、患者からの感謝の言葉やスタッフから認めら

れる言葉を得られることが働きやすいと感じることに関連すると挙げられている。

この他に女性看護師を対象に職場に男性看護師がいることの影響について調査した高尾ら２０）

の研究や、青野ら２１）による精神科病棟で女性看護師と女性患者に行った調査では、男性看護師

の配属によって病棟が良い雰囲気に変わったという報告がされている。

つまり、女性が多数を占める職場環境の中で男性看護師はムードメーカー的な役割を果たし、

女性看護師との関係を良好に保つことで働きやすい環境を整えるようしていた。また、男性看

護師の複数配置を要望しているが、複数配置の有無とバーンアウトやストレッサーとの関連は

見られなかった。

表２ 男性としての役割期待に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

藤川ら８）２０１３
単科精神科病院で働く男性看護
師自身が認識している役割を明
らかにする

精神科に勤務
する男性看護
師

対象者による記述回答から内容分析し、男性看護師自身が認識
している役割について【チームワーク形成の促進】【判断力の活
用】【体力の活用】【看護の質向上】【男性としての患者対応】【勤務
の安定性】【役割否定】のカテゴリーが抽出された。

須田ら２２）２０１２
看護師の役割認識における性差
と職務満足度の関係を明らかに
する

看護師（男女
含む）

基本属性と役割認識については、男女間で差がなかった。職務
満足度については、「職業的地位」「看護師間相互の影響」で男
性の得点が低かった。

堀井ら９）２０１２
精神科における男性看護師の役
割意識とその関連因子を、不穏
時対応を除いて明らかにする

精神病院に勤
務する男性看
護師

半構成面接を行い、【男性看護師であることを生かした関わり】
【男性看護師としての意識はしない】【女性患者への対応で意識
をする】【使命感としての不穏時対応】【男性看護師のイメージを
もっている】【少数派であることに関する思い】のカテゴリーが
抽出された。

越石２３） ２０１１ 男女看護師が互いに期待する役割について調査する
病棟の男女看
護師

男性看護師が病棟で働くことへのイメージなどのアンケート調
査を行い、男性看護師と働くことに否定的な意見は見られなか
った。

貝沼ら１２）２００８

女性看護師が男性看護師に期待
する職務・役割を明確にし、男
性看護師の活動に於ける今後の
方向性を探る

女性看護師
作成した質問紙を用いた。期待する役割は管理職からは「リー
ダー的役割」「専門性を高める」、スタッフからは「患者不穏時の
対応」「スタッフ間の潤滑油的役割」が多く挙がった。

石田ら１１）２００７ 児精病棟における男性看護師の役割と意義を明らかにする

児精病棟に勤
務する男性看
護師

質問紙を用いて行い、児精病棟に男性看護師は必要であり、女
性看護師とは役割に違いがあると答えた。男児には積極的に関
わり女児には女性に依頼したり、声かけや肌を露出するケア以
外を行っていた。

山田ら１０）２００６
精神科急性期看護の専門性とジ
ェンダーロールに関する認識を
明らかにする

精神科病院看
護者

作成した調査票を用いて調査し、多数の看護師が暴力をふるう
患者の対応以外はジェンダーに左右されず専門性が発揮できる
と答えた。

袴田ら１３）２００４
一般病棟における男性看護師の
配置の現状と管理者の役割に対
する意識を検討する

病棟師長

「TNS『忙しさ』の尺度と看護人員配置」などを基に作成した
調査票を用いて調査を行った。１病棟単位では救急、精神科で
男性看護師の配置が多かった。
日常業務の全項目で役割に関する得点が高く、管理者が男性看
護師に期待していることがわかった。

臨床での男性看護師の実態に関する文献検討と支援のあり方の一考察

―１５１―



３）男性看護師のキャリア形成・発達

男性看護師のキャリア形成・発達に関する文献を表４に示す。

男性看護師のキャリアに関する研究は２０１０年以降に見られるようになり、女性に比べてライ

フイベントの影響が少ないことが職業的アイデンティティや職業への時間的展望に影響するこ

とが述べられている２２‐２３）。しかしキャリアアップについては、結婚や子育てのため進学などに

伴う経済的負担の増加に消極的になったり、職位が上がることで自身のキャリアアップと仕事

の両立が困難になるなど、男性特有のものではなく女性看護師と共通することが妨げとなって

いた２４‐２６）。

つまり、一般的に男性看護師は女性看護師に比べてキャリア形成におけるライフイベントの

影響が少ないという面があるが、男性看護師も女性看護師と同様に家庭からの影響を受けてい

る。

表３ 男性看護師の働く職場環境に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

�尾ら２０）２０１３
男性看護師が女性中心の職場環
境でどのような影響を与えてい
るか明らかにする

女性看護師

作成した質問用紙を用いて調査し、経験年数１～２年目で「女
性とは異なる視点で、職場の空気を緩衝し、人間関係を潤滑に
する一方、女性患者の対応に限界がある」と感じ、職位・経験
年数が上がると「良い面・悪い面があるが、ムードメーカー的
な存在であってほしい」と感じていた。

青野ら２１）２０１３ 男性看護師配属後の変化を明らかにする
女性看護師と
女性患者

質問紙を用いて調査したところ、女性看護師は「精神的に楽に
なった」「体力的に楽になった」「今後男性看護師を増員すべき」
に多く回答した。

田渕ら１６）２０１２
新人男性看護師が女性看護師と
どのように人間関係を築こうと
しているか明らかにする

新人男性看護師
（１～２年目）

半構成面接を行い、【誇りを保ちつつ女性を立てる】というカ
テゴリーが抽出された。

浦中ら１４）２０１１
男性看護師の複数配置の効果を
バーンアウトスコアを指標に評
価する

国内の施設に
勤務する男性
看護師（分析
対象は病棟勤
務の看護師）

日本版バーンアウト尺度を用い、勤務経験や年齢などの背景を
尋ねた。精神科の勤務、年齢、臨床経験、扶養家族の有無がバ
ーンアウトスコアに影響していた。複数配置とバーンアウトス
コアに有意な関連は見られなかった。

清藤ら１８）２０１０ 男性看護師がやりがいに感じていることを明らかにする 男性看護師

半構成面接を行い、【患者、家族から感謝や励ましの言葉を得
る】【看護を行うことで喜びを感じる】【看護師としての自己の成
長・成果が認められる】【相談できる同性がいることで心強い】
【男性看護師としての誇りや喜びを感じる】【仕事への意欲を保
つ】【看護に専念したい】というカテゴリーが抽出された。

緒方１９） ２０１０
男性看護師の職務満足度と職場
環境要因にどのような関連性が
あるかを明らかにする

１００床以上の
病院に勤務す
る男性看護師
（一般：精神
＝１：１）

質問紙により調査を行い、職務満足度の高さは肯定的支援・評
価が行われることと所属部署への適応性が関連していた。経験
年数による看護師としての自律が職務満足度に関連しているこ
とが分かった。

松尾ら１５）２００８
男性看護師の配置人数とストレ
ッサーに対する知覚との関係に
ついて明らかにする

総合病院に勤
務する男性看
護師

配置率とストレッサーの知覚には相関関係なし。しかし配置率
が低いほどストレッサーの知覚の合計点が高くなった。

小島ら１７）２００８
男性看護師が日頃感じている思
いを聞き取り、男性看護師の働
きやすい環境づくりに役立てる

男性看護師
（精神センター
除く）

半構成インタビューを行い、【施設への要望】【男性看護師増員
の要望】【女性患者のケアに対する葛藤】【性差からくる戸惑い】
【男性としての誇りや喜び】【女性看護師から受ける良い影響】
【ストレスの緩衝】のカテゴリーが抽出された。
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４）職務上の困難感

職務上の困難感に関する文献を表５に示す。

男性看護師が感じる困難感は女性が多数を占める職場であることによるものが多く、少数派

であるために目立つことや相談相手がいないこと、「男だから機械に強い」などのジェンダー・

ステレオタイプへの対応や女性看護師集団にどのように溶け込むかということ、将来目標とす

る役割モデルを得にくいことであった３０‐３４）。

また女性患者へのケアや関わり方に対する困難さを感じており３０，３３，３５‐３６）、その際に女性看護

師にすぐに交代できるなどの体制を整えることの必要性が述べられている。

つまり、男性看護師の職業上の困難感は、多数を占める女性看護師の中で「男だから」と役

割を期待されることであった。また、目標とする役割モデルを得にくいことも困難の背景の一

表４ 男性看護師のキャリア形成・発達に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

翁長ら２６）２０１２
男性看護師の特性を踏まえたキ
ャリア発達に関する意識と行動
から、様相を明らかにする

男性看護師

対象に半構成面接を行い、【キャリア発達に対する消極性】【経験
の蓄積と技術研鑽の意欲】【職場における役割の獲得】【専門性の
追求】【看護職への価値形成】【看護の幅を広げる】【未発達な男性
看護師の立場】【家族に対する責任】のカテゴリーが抽出された。

葛原ら２４）２０１２
病院における男性看護師の職業
的アイデンティティの現状と影
響要因を明らかにする

九州県内の公
的病院に勤務す
る男性看護師

PISN（看護師の職業的アイデンティティ測定尺度）は「管理
職」「他職種で働いた経験がない」「男性看護師同士のネットワー
クがある」場合有意に得点が高い。

津野ら２７）２０１２

男性看護師が自分のキャリアア
ップについてどう考えているか、
世代間で違いがあるかを明らか
にする

総合病院、精
神科病院に勤
務する男性看
護師

キャリアビジョンに関する質問紙調査を行い、自身のキャリア
アップを考えている割合は２０代・３０代は４０代・５０代に比べて有
意に高く、キャリアモデルが存在すると答えた割合は年齢が上
がるとともに高くなった。

中垣２５） ２０１１
男性看護師の生涯発達の様相を
時間的展望と職務満足との関連
から解明する

男性看護師

時間的展望と年齢層の関連では、有意差は認められなかった。
職務満足度と年齢層の関連では、「職業的地位」「看護職間相互
の影響」が高く、「専門職としての自律」「看護業務」が低かっ
た。「医師と看護職の関係」「看護管理」は２０～２４歳に比べ３５～
３９歳が有意に低かった。時間的展望と職務満足度の関連では「現
在の充実感」は、「給料」「職業的地位」では強く、「専門職と
しての自律」「看護職間相互の影響」では弱い相関が見られた。
「職業的地位」は「現在の充実感」「過去受容」「目標指向性」「希
望」と正の相関が見られた。

桐明２８） ２０１１
大学病院に勤務するスペシャリ
ストおよび看護管理者のキャリ
ア意識を明らかにする

大学病院に勤
務するスペシ
ャリストおよ
び看護管理者

半構成面接を行い、「キャリアを意識し始めた時期・きっかけ」
では【モデルや影響を与えた人物との出会い】【将来への不安を
抱いた時】【専門資格を取得しようとした時】【昇格を機に自分の
立場を認識した時】というカテゴリーが抽出された。
「キャリアにおける悩みや困難、解決方法」では【仕事の両立
の難しさ】【進学のための経済的負担】【習得した技術に対する不
安】【役割や立場に対する困難】【成果達成を求めていくことに対
する困難】【周囲が認めてくれなかった時】【子育てとの両立】【看
護スタッフと共に進める】【身近な信頼ある上司に相談する】と
いうカテゴリーが抽出された。
「キャリア継続のために意識していること」では【継続するため
の支え】【やりがいや役割の捉え方】【日々の努力】が抽出された。

内海ら２９）２０１０

１．医療・福祉職として働く男
性に共通するキャリア形成の
因子構造を確認

２．キャリア形成に影響を及ぼ
す要因（経験年数・職場環境・
労働条件満足度）

これらについて職種間比較を行う

県庁所在地に
ある病院に勤
務する医療者

質問紙の回答から因子分析を行い、５つの因子を抽出した。「職
業肯定」「職場における人間関係」「自己肯定」「家族との関係」の
４因子には有意な相関が見られ、「プロティアン」は相関が見
られなかった。
男性看護師のキャリア形成は、ほかの職種との比較で大きな差
はなかった。
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つであった。加えて女性患者に対する関わり（ケア）を拒否される経験をしている。しかしケ

アの交代を女性看護師に依頼することにも困難感を抱いており、速やかに交代できる体制を求

めていた。

５）女性患者への対応

女性患者への対応に関する文献を表６に示す。

男性看護師は女性患者へのケア、特に羞恥心を感じるケアを行う際には患者との関係性から

表５ 職務上の困難感に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

松浦ら３０）２０１３

男性看護師が感じる困難と対処
の内容を具体的に明らかにし、
そこから男性看護師が困難に対
処するために必要な要素を検討
する

一般病棟に勤
務する男性看
護師

半構成面接を行い、【医療従事者との関係で感じる戸惑い・困
難と対処】【女性患者やその家族への対応時に感じる困難と対
処】【少数派であるがゆえに感じる困難と対処】【ジェンダー・ス
テレオタイプによる対処と困難】【職場の施設・設備不足と対
処】【男性看護師が感じる将来への不安と対処】のカテゴリーが
抽出された。

加古ら３５）２０１３
小児看護で患児と付添者のケア
で男性看護師が認識する困難を
明らかにする

小児科に勤務
する男性看護師

半構成面接を行い、【思春期の女児への羞恥心を意識したケア
の実施】【思春期の女児との良好な関係づくり】【男性が苦手な患
児のケア】【授乳や母親の入浴場面に遭遇した際の対処】【母親が
抱く思いへの共感】【女性看護師とケアを交代する際の調整】の
カテゴリーが抽出された。

木許ら３６）２０１１
男性看護師が抱える悩みや問題
の現状と職務キャリアの関連を
明らかにする

京都府内の男
性看護師

作成した質問用紙を用い、男性看護師が抱える悩みや問題の現
状では、羞恥心を伴うケアでは女性患者に断られる経験がある
男性看護師が半数以上であった。一方で職場環境や業務に関す
る悩みは、患者との関わりに関する悩みに比べ、少ないようで
あった。
男性看護師が抱える悩みや問題の現状と個人の属性との関係は、
精神科に所属する場合は女性看護師に負担をかけていると感じ
る者の割合が少なく、一般病棟では女性看護師に負担を掛けて
いると感じる、女性患者に拒否された経験があると答えた男性
看護師が多かった。

土居ら３１）２０１０
男性看護師が集団の中に適応し
ていくための困難と対処の特徴
を明らかにする

男性看護師

半構成面接を行い、困難と対処法について KJ法で分析した。
その結果、男性看護師は学生時代から女性多数の環境に戸惑い
を感じ、就職してからも女性看護師への配慮を行っていた。
また学生時代に女性患者へのケアを体験する機会が少ないか未
経験のため、【女性患者に対するケアへの戸惑い】があり、【とり
あえず助けてもらえそうな人を選ぶ】という対処法を取っていた。

出口３２） ２００９
男性看護師の職務ジェンダー意
識と関連要因および職務満足度
の関係を明らかにする

精神科に勤務
する看護師

性別による看護拒否体験が多く、メンターのいない者に職務ジ
ェンダー意識が有意に強い。また職務ジェンダー意識が強いほ
ど、職務満足因子の「専門職としての自律」が低くなる。

坪之内
ら３３） ２００９

男性看護師が感じる困難とそれ
らの困難を経験して成長する過
程について明らかにする

男性看護師

半構成面接を行い、【女性患者の羞恥心を伴うケアを拒否され
る】【周りに過剰に期待される】【少数であるがゆえの不合理さ】
【自己を抑制せざるをえない】【男性看護師としての将来像がも
てない】【看護師としての専門性の模索】のカテゴリーが抽出さ
れた。

田中３４） ２００７

男性看護師が性差や少数派とし
てどのようなことを困難と感じ、
乗り越えてきたかを明らかにす
る

男性看護師が
少数の職場に
勤務する男性
看護師

半構造化面接を行い、内容を分類した。
男性看護師は少数派であるために、意識的・無意識的に女性看
護師集団に同化しようとしているが、女性看護師との関わりで
希少性を再認識している。一方で男性としての役割を求められ
ることに葛藤を感じ、男性看護師としての役割を模索している。
少数派であることに不合理さを感じながらも、少数派であるこ
とに価値を見い出してやりがいとなっていた。
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ケアを行うか、または女性看護師と交代するかを判断している３７‐４１）。その中で遠藤４２）は男性看

護師は患者の年齢や状態、緊急度や周りのスタッフの状況をケアの交代を依頼する基準にして

いると述べており、藤野４３）は男性看護師が女性患者に行うタッチに関する場面において、患者

との距離感の取り方や患者の背景を考えて行っていると述べている。

つまり、男性看護師は女性患者との関わりに困難を感じながらも、拒否される経験を重ねる

ことで女性患者との関係の築き方や女性看護師に交代を依頼する自分なりの基準を作っていた。

そして拒否されることを「女性として当たり前の反応」と捉え、交代することが患者を尊重し

た対応の一つであるという認識に変化していた。

表６ 女性患者への対応に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

小藤ら３７）２０１２

男性看護師が女性患者に看護ケ
アをする体験を明らかにし、卒
前・卒後の男性看護師の教育に
ついて検討する

一般病棟に勤
務する男性看
護師

フォーカス・グループ・インタビューの後、非構造化面接を行
い、体験の意味を取りだした。「看護師としての成長に、どう
しようもない性差が立ちはだかる」「患者に気を使わせないよう
に配慮することが最優先であると悟る」「仕方がないと割り切
る」「困難だからこそ身についた技術に対するちょっとした誇
り」「女性看護師がいると思うことでわだかまりがとける」「医療
処置は看護師として介入できるため、こころが軽くなる」の６
つのテーマが取り出された。

遠藤４２） ２０１２

男性看護師が女性患者へのケア
を女性看護師に交代を依頼する
際には、どのような基準で意思決
定されているかを明らかにする

一般病棟に勤
務する男性看
護師

半構成面接を行い、【意思決定時の第一条件】【男性看護師の経
験値】【男性看護師の技能】【男性看護師を取り巻く環境】【倫理
観】のカテゴリーが抽出された。

吉田ら３８）２０１１
病棟における看護場面で男性看
護師が感じる困難とその対応の
実態を明らかにする

男性看護師

半構成面接を行い、男性看護師が感じる困難として【羞恥心を
伴う処置とケアの難しさ】【女性患者への声かけと許可の得方の
難しさ】【男性看護師の戸惑い】【女性看護師への頼みにくさ】の
４つ、対応として【困難を避けるために工夫する】【組織として
取り組む】【女性看護師にアピールする】の３つのカテゴリーが
抽出された。

川勝ら３９）２００９

女性患者へのケアにおいて男性
看護師の置かれている状況と、
女性看護師の理解度や配慮につ
いて明らかにする

京都市立病院
で、男性看護
師が所属して
いる病棟に勤
務する、師長
を除く看護師

質問紙調査を行い、男性看護師は実際にケアを拒否された経験
があり、女性看護師も認識していたと答えた。男性看護師は業
務交代を依頼したことがあり、女性看護師も７割が経験してい
る。実際のケアの交代は９割以上が速やかに交代できていると
答えた。
男性看護師が相談やアドバイスを求めたりすることはなく、女
性看護師も話を聞く機会が少ないことが明らかとなった。

石井ら４０）２００８

男性看護師の女性患者への羞恥
心を伴うケアの実施状況を把握
し、ケア実施時に女性看護師と
代わったことはあるか、その理
由、ケア場面で感じていること
を明らかにする

男性看護師

経験年数５年未満は「清拭」「浣腸」のみ、５年以上は設定した
６項目すべてを行っていた。
全員が女性看護師との交代経験あり、「患者関係の中から判断
してケアに臨む」「確実な技術の提供が必要」「ケアを通して信頼
関係が深まる」を感じていた。

藤野４３） ２００６
タッチにおける性差の影響の有
無と具体的な影響の内容を明ら
かにする

男性看護師

半構成面接を行い、７つのカテゴリーが抽出された。その内【女
性患者と男性看護師の距離感】【性役割】【若い人への対処方法】
【女性患者に対する禁忌な話題】が男性看護師特有のカテゴリ
ーとして抽出された。

多間ら４１）２００６
男性看護師が羞恥心を伴うケア
にどのように関わっているか明
らかにした

男性看護師

構成的面接を行い、内容分析を行った。
対象者の７１．４％が断られた経験があり、必ず説明と承諾を得て
おり、断られた時には２０代は無力感を感じ、３０代は仕方ないも
のと捉え女性看護師に交代していた。
患者の男性看護師への理解と、患者の状態の安定は、男性看護
師を患者が受け入れることにつながっていると感じていた。ま
た、勤務上のサポート体制もあった。
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６）患者から見た男性看護師

患者から見た男性看護師の文献を表７‐１、７‐２に示す。

患者を対象に、患者から見た男性看護師のイメージや受け入れの変化をみた研究は最も多か

った。男性患者を対象とした研究では、泌尿器科に入院している男性患者に男性看護師から看

護を受けることについて尋ねたところ、性別は問題としないと答えた患者が多かった４１‐４３）。女

性患者を対象とした男性看護師に対する研究では、女性患者は羞恥心を伴うケアについては女

性看護師に交代してもらうという回答が多い。その一方、男性看護師によるケアを受けた女性

患者は、肯定的な男性看護師像に認識が変わっていた２，４４‐４８）。

つまり、実際に男性看護師からケアを受けた患者は男女を問わず男性看護師に対して肯定的

な印象を持つよう変化していた。一方で女性患者への羞恥心を伴うケア（清潔、排泄介助）で

は、いずれの研究でも女性看護師に交代すると答えた女性患者が多かった。

表７‐１ 患者から見た男性看護師に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

井上ら５２）２０１３

授乳時に訪室した看護師の性別
の違いに対して感じる羞恥心と
その理由、および対応の違いを
明らかにする

１歳未満の患
児に付き添い
母乳を与えて
いる母親

対象に質問紙調査を行い、母親は、男性看護師の場合は「異性
だから」という理由から女性看護師の時より羞恥心より感じて
いた。また男性看護師の場合は授乳を中断する傾向にあった。

織田村
ら４７） ２０１２

男性看護師が意識下手術を受け
る女性患者を担当した時の患者
の心理を調査した

脊髄クモ膜下
麻酔手術を受
け、男性看護
師が担当した
女性患者

半構成面接を行い、患者は看護師の性別より手術の不安や苦痛
からの解放、（帝王切開で）産まれてくる子どものことの方に
関心がいっていること、一方で羞恥心も感じていることが明ら
かになった。

山川４８） ２０１２

女性患者の男性看護師への思い
を明らかにし、男性看護師が女
性患者の思いに配慮したケアを
提供するために役立てる

術後回復期に
ある女性患者

半構成面接を行い、【驚き】【違和感の無さ】【優しさ】【力の面で
安心】【羞恥心】【男性看護師が増えてほしい】【女性が多い職場に
男性がいる良さ】のカテゴリーが抽出された。

前田ら５３）２０１１
ケア提供者である看護師の
「性」と入院患者の看護ケアに
対する抵抗感の関連を検討した

患者

対象に聞き取り調査を行い、男性患者は看護師の性別で抵抗感
に差は見られなかった。
女性患者は清潔に関するケア、排泄介助、悩みの相談で男性看
護師に抵抗感がある割合が有意に高かった。

原ら４４） ２０１１
泌尿器科男性がん患者の男性看
護師に対するイメージの変化を
明らかにする

泌尿器科男性
がん患者

半構成面接を行い、【未体験によるイメージ】【性差による違い
のなさ】【任せられる存在】【男性ならではの信頼感】【男性への戸
惑い】【看護師より治療が優先】【男性看護師のケアへの期待】と
いう７つのカテゴリーが抽出された。

藤田ら５４）２０１０
血管造影室の男性看護師に対す
る患者の印象の変化や満足感、
求められる看護を明らかにする

鼠径部穿刺を
受けた患者

半構成面接を行い、男性患者・女性患者共通するものとして【男
性看護師という存在の受け入れ】【看護に対する満足感】【性別よ
り看護師としての資質】【病気や治療に対する思い】の４つのカ
テゴリーが抽出された。
女性患者からは【羞恥心の受け取り方】【異性への抵抗感】の２
つ、男性患者からは【先入観としての抵抗感】【親近感】の２つ
のカテゴリーが抽出された。

松岡ら５５）２０１０

患者が捉えた看護師－患者関係
における共感と信頼の特徴につ
いて看護師の性別では相違があ
ることを明らかにする

総合病院で男
性看護師が２
名以上勤務す
る一般病棟に
入院している
患者

共感認知尺度と患者信頼スケールによる調査を行い、患者は共
感、信頼ともに女性看護師の方が男性看護師より有意に高かっ
た。
また女性看護師の方が＜知識・技術への確信＞＜安心感＞＜見
通し＞で有意に高かった。

奥平ら５６）２０１０
患者が異性看護師から受けたく
ない看護ケアの内容を明らかに
する

患者
質問紙調査を行い、男女とも異性看護師から「トイレの世話」「浣
腸」は受けたくないと答えた。一方ほとんどの患者が同性看護
師に変わらなくてよいと答えた。
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表７‐２ 患者から見た男性看護師に関する文献

著者 年 目的 対象 研究内容

岡田ら５７）２００９
患者が日常生活援助を受ける際
の看護師の性差に対する認識を
明らかにする

患者
質問紙調査を行い、排泄、清潔は女性看護師に援助してほしい
と答えた割合が多かった。洗面、移動は女性患者は女性看護師
を希望していた。食事介助は有意差はなかった。

田境ら４５）２００９
意識下で泌尿器科の手術を受け
る男性患者の男性看護師の介入
の有用性を調査する

意識下で泌尿
器科の手術を
受ける男性患
者

半構成面接を行い、得られたデータを分析し、【手術室担当看
護師の性別は関係なし】【男性看護師の存在の認知の有無】【男性
看護師の必要性】【男性看護師へのマイナスイメージ】のカテゴ
リーに分類した。

前田ら５８）２００９
入院中の思春期男子が男性看護
師からの看護介入に抱く思いに
含まれる要素を明らかにする

入院中の思春
期男子

対象に半構成面接を行い、分析の結果［発達段階に由来する思
い］と［健康レベルに由来する思い］に大分類され、【性に関
する看護場面での安心感】【性に関する話題での安心感と共感
性】【身体活動場面での満足感】【性の話題以外の将来や自己の不
安に関する相談場面での信頼感】【日常生活場面での親近感】の
５つのカテゴリーが抽出された。

津田ら４６）２００８

泌尿器科入院の男性患者の男性
看護師の印象・イメージの捉え方
やセクシュアリティに関連する
看護の受け止め、認識の変化を
ジェンダーの視点から検証する

泌尿器科入院
の男性患者

入院時と退院時にインタビューを行い認識の変化を見たところ、
退院時には抵抗感やセクシュアリティに関するケアでは、女性
看護師を希望する割合が減少した。

佐藤ら４９）２００８

女性患者が男性看護師から援助
を受けた経験の有無を比較し、
男性看護師の受け入れの状況と
その理由を調査する

入院中の女性
患者

対象にアンケート調査を行い、男性看護師から援助を受けた経
験がある患者は経験がない患者に比べて、入浴介助を除く排泄・
清潔援助、相談を受け入れる割合が高い。

大山ら５０）２００６

男性看護師に対する女性患者の
認知度、ニーズを把握し、男性
看護師のケアのあり方を明らか
にする

一般病棟（精
神科除く）に
入院する女性
患者

質問紙調査を行ったところ、男性看護師の認知度は高かったが、
実際に男性看護師から看護を受けた経験がある人は２割に満た
なかった。また男性看護師を必要と回答した人は過半数を超え
ていた。
男性看護師の看護を受けた経験、勤務する病棟の患者は「男性
看護師が必要」と認識していた人が有意に多かった。羞恥心を
伴うケアは「女性看護師に代わる」と答えた人が多かった。

井上ら５９）２００５
手術室の男性看護師の認知度や
イメージ、実際の感想などを調
査した

手術予定の患
者

対象にアンケート調査を行ったところ、男性看護師の認知度は
全体の過半数を超えていた。
男性が手術の参加することへは７７．５％がよいと答え、女性患者
から産婦人科、泌尿器科の手術ではよくないとの答えがあった。

小嶋ら５１）２００５ 患者の男性看護師の受容状況を明らかにする

入院中の成人
期あるいは老
年期の患者

対象にアンケート調査をしたところ、全体の８割の患者が認知
しており、約半数が男性看護師の看護を経験していた。ケアを
受けた経験があると、男性看護師の肯定的な印象は見られた。
患者は男性看護師の羞恥心を伴うケアについては難しいが、ケ
アを受けた経験があると「どちらでもいい」と回答する人が多
かった。
男性看護師が増えることについては半数が支持的な意見であった。

新山ら６０）２００５ 一般病棟入院患者の男性看護師への評価を明らかにする
入院３週間以
上の患者

患者信頼尺度を用い、入院時・退院時に調査を行った。入院時、
退院時ともに「一貫性」と「知識・技術への確信」が高い傾向
にあった。一方「見通し」は両方で低かった。術後長期にわた
ってケアが必要な患者に信頼得点が高い傾向にあり、７０歳以上
の女性は下がる傾向にあった。

橋本ら２）２００３

男性看護師のケアに対する女性
患者の感じ方を調査し、羞恥心
を伴うケアの対応について検討
した

女性患者

対象に質問紙調査を行ったところ、実際に男性看護師からケア
を受けた経験がある対象の内、羞恥心を伴うケアについて清拭
では女性看護師に代わることを希望する割合は年代ごとに減少
したが、陰部を露出する検査は各年代で高かった。
女性看護師に代わって欲しいと答えた中でも，あらかじめ説明
すれば男性看護師のケアを受け入れると半数以上が答えていた。
男性看護師よりケアを受けた経験があるほうが，実際にケアを
受けたことがない者より，女性看護師に代わって欲しいと答え
た割合は低い傾向を認めた。

井手ら６１）２００３ 入院中の患者は男性が看護を行うことをどう捉えているかを知る 入院患者

対象にアンケート調査を行ったところ、年代と性別で，男性ら
しさの捉え方に差がないことがわかった。患者が触れられたく
ないと考えるケア項目は，清潔や排泄介助に関する項目で、男
性看護師の方が強い傾向にあった。
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Ⅳ．考察

２００２年の「保健師助産師看護師法」への変更以後、男性看護師の就業者数が大きく増加する

とともに、一般病棟で勤務する男性看護師が多くなるなど、臨床で男性看護師の置かれている

状況は大きく変化してきた。一方、社会には「看護職＝女性」というイメージが広く定着して

いる。そのような大きな変化と社会的イメージの間で、我が国の男性看護師に関する研究から

臨床での男性看護師の実態を明らかにした本研究の意義は大きい。

ここでは臨床で男性看護師が置かれている現状から、その中で男性看護師が看護師としての

専門性を高め、発揮していくために必要な支援について考える。

１．男性看護師の現状

男性看護師に関する研究の中で、「患者から見た男性看護師」「女性患者への対応」は２００３年

から２０１３年を通じて報告されている。男性看護師のほとんどが女性患者に対する羞恥心を伴う

ケア（清潔援助や排泄介助）を拒否され、女性看護師に交代するという経験をしていた。その

ため、「男性看護師のケアをどうしたら患者に受け入れてもらえるか」という疑問を持ちなが

ら業務を行っていると考える。特に女性患者に対して男性看護師は、ケアの交代を患者を尊重

した対応の一つと捉え、患者との関係の築き方を工夫する、いつでも女性看護師と交代するな

どの選択肢を持ちながら、ケアを受け入れてもらえるよう調整していた。このような男性看護

師のケアに対する姿勢や行動は、ケアを受けた女性患者の男性看護師によるケアへの肯定的な

認識の浸透につながっていると言える。

また「男性としての役割期待」「男性看護師の働く職場環境」に関する研究から、男性看護師

にはジェンダーの視点での男性役割、あるいは少数派としての役割を期待され、男性看護師自

身も自覚してその役割を果たしていた。これは期待される役割を果たすことで組織の中での足

場を固め、女性看護師との関係性から生じるトラブルを回避し、少数派であっても働きやすい

環境を作ろうとしていたもので、少数派である現状がすぐには変化しないことを受け入れ、自

分でその環境を調整しようとしていると考えられる。

「男性看護師のキャリア形成・発達」については、男性看護師は女性看護師に比べてキャリ

ア形成に展望を持って取り組めるという見方がある一方で、実際には女性看護師と同じように

家庭からの影響を受けることが明らかにされている。加えて一般病棟で働いていく場合、いま

だ少数派であるため目標となる役割モデルが得にくいことも、男性看護師特有の職務上の困難

として明らかになっている。これらから看護師のキャリア形成・発達のための職場環境や組織

の支援体制の整備は、男性看護師または女性看護師といったどちらか一方の問題ではなく、看

護師全体に必要な支援と言える。性別を問わず職場や組織において望ましい役割を果たすこと

ができる体制は臨床での看護の専門性の向上につながると考えられる。
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２．男性看護師が専門性を発揮していくための支援のあり方と課題

男性看護師が臨床で専門性を発揮するにはどのような支援が必要であるかについて考えると、

まず少数派である男性看護師は女性患者からケアを拒否されることと、その際に女性看護師に

ケア交代を依頼することに強い困難を感じている。男性看護師が女性患者にケアを拒否された

時、女性看護師にケアを交代できる体制の構築は重要である。しかし男性看護師がまだ配属さ

れていない部署もあり、男性看護師を新たに受け入れる部署にこのような体制を作ることは大

きな負担が生じると予測される。そのため男性看護師だけでなく、部署や管理者を支援するこ

とも必要だと考える。

また男性看護師は管理者からリーダー的役割や専門性の向上、男性的な視点が入ることによ

る業務の活性化を期待されており、男性看護師自身も自覚している面がある。これらは組織の

中に異なる視点を入れることで業務の活性化を図ることを目的としているが、前述のように一

般病棟の場合このような役割を果たしているモデルが身近にいることはまだ少ない。その中で

自身がこれからの役割モデルとなることが求められ、男性看護師の負担と不安は大きいと考え

られる。そのため男性看護師が新たな役割モデルとなれるようなサポートが必要である。

そして臨床で男性看護師に求められている男性的な視点とは何か、具体的には明らかにされ

ていない。これを明らかにすることは看護の現場を多面的に捉えることにつながり、看護師の

専門性を高める男性看護師・女性看護師の協働につながっていくと思われる。

以上より、男性看護師が専門性を発揮していくためには、少数派である男性看護師自身がこ

れからの役割モデルになるような支援だけでなく、受け入れる部署にも体制を構築できるよう

な支援が必要である。また組織が求める男性的な視点とは何かについて明らかにしていくこと

が今後の課題である。

Ⅴ．結語

我が国の男性看護師に関する研究から臨床での男性看護師の実態について検討し、以下のこ

とが明らかとなった。

・男性看護師は男性としての役割を期待されていることを自覚し、その役割を果たすことで女

性看護師との関係を良好に保ち、働きやすい環境を整えていた。

・男性看護師は「男だから」と役割を期待されること、目標とする役割モデルを得にくいこと、

女性患者に関わりを拒否されること、そしてケアの交代を女性看護師に依頼することを困難

と感じていた。

・男性看護師は女性患者に拒否される経験を重ねることで女性患者との関係の築き方や自分な

りの交代を依頼する基準を作っていた。そして拒否されることを「女性として当たり前の反

応」と捉え、ケアを交代することは患者を尊重した対応の一つだと考えるよう変化していた。
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・男性看護師からケアを受けた患者は肯定的な印象を持つように変化していた。一方で女性患

者への羞恥心を伴うケアでは、いずれの研究でも女性看護師に交代すると答えた女性患者が

多かった。
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